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環
境
へ
の
取
り
組
み
が
、
企
業
価
値
を
計
る
上
で
重

要
な
判
断
材
料
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
世
界
的
に
経
済

悪
化
が
進
み
、
環
境
よ
り
も
金
融
対
策
を
優
先
す
べ
き

と
の
声
も
あ
る
中
で
、
環
境
と
財
務
を
「
相
反
す
る
も

の
」
で
は
な
く
、「
両
立
さ
せ
て
い
く
も
の
」
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
も
増
え
て
い
る
。
本
紙
で

は
、
企
業
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
、
特
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
の
削
減
に
焦
点
を
当
て
、
企
業
価
値
検
索
サ
イ
ト

「
ユ
ー
レ
ッ
ト
」（http

://www.ullet.com

）

を
運
営
す
る
メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
グ
ロ
ー
バ
ル
と
合
同
で
、

企
業
の
財
務
状
況
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
と
の
関
連
性
を
探

る
。（
環
境
新
聞
社
・
江
頭
佐
和
子
、
メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト

グ
ロ
ー
バ
ル
・
西
野
嘉
之
）

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

減
少
傾
向
に

ソ
ニ
ー
の
財
務
状
況
と
事

業
所
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
推

移
に
注
目
す
る
（
図
１
）。

昨
年
度
ま
で
の
状
況
を
見
る

と
、
液
晶
テ
レ
ビ
や
Ｐ
Ｃ
、

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
等
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

け
ん

分
野
が
牽
引
し
、
売
上
高
は

約
８
兆
８
千
億
円
（
２
０
０

３
年
度
比
約
１８
％
増
）、
当

期
純
利
益
は
０６
年
度
か
ら
０７

年
度
に
か
け
て
急
激
な
伸
び

を
見
せ
て
お
り
、
約
３
７
０

０
億
円
（
同
４
倍
以
上
）
と

な
っ
た
。
損
益
計
算
書
の
円

グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
利
益
率

が
昨
年
度
は
大
幅
に
改
善
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

（
図
２
）。
た
だ
、
今
年
度
の

売
上
高
の
見
通
し
は
７
兆
７

千
億
円
、
純
損
益
は
１
５
０

０
億
円
の
赤
字
と
、
昨
年
１０

月
時
点
で
の
見
通
し
を
大
幅

に
下
回
る
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
全
般
の
需
要
減
や
製
品

の
低
価
格
化
な
ど
昨
年
末
か

ら
の
世
界
的
な
金
融
危
機
の

影
響
か
ら
免
れ
ず
、
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
同
社
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
は
、
０５
年
度
ま
で
上
昇

し
た
も
の
の
、
０７
年
度
は
２

０
７
万
㌧
と
０３
年
度
比
で
約

２
％
の
削
減
を
達
成
し
て
い

る
。ソ

ニ
ー
で
は
１０
年
度
ま
で

に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
貢
献
量

を
４
倍
（
０６
年
度
比
）
に

し
、
Ｃ
Ｏ
２
換
算
で
５
万
㌧

と
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
環

境
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
同
社
の
グ
リ
ー
ン
電
力

証
書
契
約
量
は
国
内
全
体
の

３
割
を
超
え
る
。
今
回
は
、

同
社
製
品
の
中
で
も
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
最
も
大
き
な
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
あ
る
テ
レ
ビ
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
た
。

省
エ
ネ
特
化
型
Ｔ
Ｖ

海
外
市
場
へ
導
入
も

見
落
と
さ
れ
が
ち
で
は
あ

る
が
、
テ
レ
ビ
の
電
力
消
費

は
家
電
製
品
全
体
の
お
よ
そ

１
割
を
占
め
る
と
い
う
。

省
エ
ネ
に
特
化
し
た
「
ブ

ラ
ビ
ア
」
の
中
で
も
、
今
月

か
ら
来
月
に
か
け
て
発
売
予

定
の
「
Ｊ
５
」
お
よ
び
「
Ｖ

５
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
１９
Ｖ
型

か
ら
４５
Ｖ
型
ま
で
全
部
で
６

種
類
の
サ
イ
ズ
を
展
開
。
省

エ
ネ
基
準
達
成
率
を
２
６
３

％
に
ま
で
引
き
上
げ
、「
省

エ
ネ
５
つ
星
」
の
基
準
と
な

る
１
６
４
％
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
（
３２
Ｖ
型
の
場

合
）。
１
９
９
７
年
発
売
の

ト
リ
ニ
ト
ロ
ン
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
「
Ｋ
Ｗ
―
３２
Ｈ
Ｄ
Ｆ
９
」

と
比
較
す
る
と
、
年
間
消
費

電
力
量
は
約
５
分
の
１
の
７６

㌔
ワ
ッ
ト
、
年
間
電
気
代
は

５
７
６
４
円
安
く
（
１
㌔
ワ

ッ
ト
当
た
り
２２
円
と
し
た
場

合
）、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
も
約

１
０
７
㌔
グ
ラ
ム
削
減
で
き

る
。
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
シ
ス
テ

ム
の
発
光
効
率
、
光
学
フ
ィ

ル
ム
の
光
透
過
率
な
ど
を
高

め
る
こ
と
で
、
画
質
を
損
な

う
こ
と
な
く
大
幅
な
省
エ
ネ

を
実
現
し
た
。

ま
た
、
特
定
範
囲
内
で
人

の
動
き
を
感
知
し
映
像
の
オ

ン
・
オ
フ
を
自
動
で
切
り
替

え
る
「
人
感
セ
ン
サ
ー
」

や
、
電
源
コ
ー
ド
を
抜
か
な

く
て
も
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
電

力
を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
抑
え
る

「
省
エ
ネ
ス
イ
ッ
チ
」
を
新

た
に
搭
載
す
る
な
ど
、
斬
新

な
省
エ
ネ
機
能
を
備
え
て
い

る
。世

界
中
で
環
境
配
慮
型
製

品
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

同
製
品
を
、
米
国
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
中
心
と
し
た
海
外
市

場
に
も
順
次
導
入
し
て
い
く

方
針
だ
。

９０
年
代
よ
り

自
社
循
環
に
着
手

「
ブ
ラ
ビ
ア
」
の

部
品
は
、
同
社
製
ブ

ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
の

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

高
品
質
に
再
生
し
た

も
の
を
使
用
。
９０
年

代
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ

レ
ビ
製
造
時
よ
り
、

環
境
リ
ス
ク
の
低
い

難
燃
剤
の
使
用
、
は

が
し
や
す
い
テ
ー
プ

の
使
用
や
素
材
の
統

一
、
材
料
表
示
な
ど

に
よ
る
解
体
の
容
易

化
に
配
慮
し
て
き
た

た
め
、
ど
の
企
業
よ

り
も
早
く
難
燃
性
ポ

リ
ス
チ
レ
ン
の
自
社

循
環
を
実
現
で
き

た
。
こ
の
取
り
組
み

で
生
産
に
お
け
る
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
、
新

材
を
使
用
し
た
場
合

の
３０
〜
４０
％
削
減
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。

今
後
の
課
題
は
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
資
源
循
環

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
運
営

だ
。
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を

成
長
さ
せ
る
た
め
に
も
、
長

期
的
な
環
境
の
取
り
組
み
は

必
須
だ
と
考
え
る
。

循
環
イ
ン
フ
ラ
整
備
急
ぐ

ソニーの損益計算書の円グラフ。当期純利益（黒の部分）が０７年度は急増し、
利益率が大幅に改善していることが分かる

２００７年度
８．８兆円

ソニーの財務状況と事業所のＣＯ２排出量の推移
（ソニー発行のＣＳＲレポート２００８、
ユーレット＜http : //www.ullet.com/6758.html＞を基に作成）
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